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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Integration BPM - Worklist 相互運用性サンプル
の使用方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

�  第 1 章 「概要」 では、 サンプルに示されている SOAP over HTTP および 
XML over HTTP とい う  2 種類のメ ッセージ交換について説明します。

�  第 2 章 「サンプルの実行」 では、 サンプルを設定および実行する方法につい

て説明します。

� 第 3 章 「BPM-Workshop 相互運用性プロセス」 では、 サンプルの実行内容に
ついて説明します。

対象読者

このマニュアルは、Web サービスを使用して XML ドキュ メ ン ト を交換するユー
ザを対象と しています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ ト で入手できます。
BEA のホーム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html) を直接表示してください。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration の Web サイ トで入手できま
す。 PDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) 
を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ド
キュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷する
マニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト  
(http://www.adobe.co.jp/) で無料で入手できます。

関連情報

以下の WebLogic Integration ドキュ メ ン トには、 この製品の使用に関連した情報
が含まれています。

� WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration ドキュ メン ト の リ
リース番号をお書き添え ください。
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本バージ ョ ンの WebLogic Integration Worklist について不明な点がある場合、 ま
たは Worklist のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport 
(http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート ま
でお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ッ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。
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等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{} 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] 
[-f file-list]...[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

表記法 適用
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... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] 
[-f file-list]...[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 概要

WebLogic Integration BPM ñ Workshop サンプルは、Web サービス と  Web ワーク
フローの間で XML ドキュ メ ン ト交換による相互呼び出しがどのよ うに行われる
かを示します。 このサンプルには次の 2 つのシナリオが示されています。

� Web サービスを呼び出して XML を渡し、 後で Web サービスから  XML を
受け取るワークフロー

� ワークフローを呼び出して  XML を渡し、 後でワークフローから  XML を受
け取る  Web サービス

また、 このサンプルには次の 2 種類のメ ッセージ フォーマッ トが示されていま
す。

� HTTP (Hypertext Transfer Protocol protocol) を使用した SOAP (Simple Object 
Access Protocol)。 メ ッセージ交換は対話的に行われるか、 非同期応答を伴い
ます。 

� HTTP を使用した未加工の XML。 メ ッセージ交換は非対話的に行われます。

注意 : BPM - Workshop サンプルは Windows システムでのみ動作します。

この章の内容は以下のとおりです。

� 相互運用のシナリオ

� サンプルでのシナリオの実行方法

相互運用のシナリオ

図 1-1 は、 ワークフローから  Web サービスを呼び出して  XML メ ッセージを渡
し、 後で Web サービスからワークフローに XML メ ッセージを受け取る方法を
示しています。
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図 1-1   Web サービスを呼び出して XML を渡し、 後で Web サービスから  XML 
を受け取るワークフロー

このワークフローでは、Web サービスを呼び出して  XML ドキュ メ ン ト を渡すた
めに、 SOAP-HTTP または HTTP-XML を使用して XML メ ッセージを渡します。
XML メ ッセージを受け取った Web サービスは、 ビジネス  ロジッ クの処理を開
始します。 その処理途中または処理後に、Web サービスは XML ドキュ メ ン ト を
含むメ ッセージをワークフローに送信します。 

このシナリオは非同期の Web サービスの特徴を表しています。 ワークフローは 
Web サービスをインスタンス化した後、 ワークフロー自身の処理を自由に実行
し、 後から  Web サービスに応答を要求できます。 Web サービスの各インスタン
スは、サービスを呼び出したワークフロー インスタンスに XML の結果を返さな
ければな り ません。 

注意 : 厳密に言う と、XML over HTTP のサンプルの Web サービス  メ ソ ッ ドは、
同期メ ソ ッ ドです。 これは、 HTTP による  XML のみのバインドをサポー
トする  JWS メ ソ ッ ドが空の戻り値をサポート しないとい う  WebLogic 
Workshop の特徴によるものです。 そのため、Workshop JWS 内で非同期 
XML/HTTP 専用メ ソ ッ ドを使用する こ とはできません。 サンプルでは、
JWS でダ ミーの整数を戻り値と して返すこ とによ り、 この制限に対処し
ています。
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シナリオの実装方法

図 1-2 に示すよ うに、 仲介 Web サービスを使用する こ とで、 ターゲッ ト  Web 
サービスのプロ ト コルやメ ッセージ  フォーマッ トからワークフローを切り離し
ています。

図 1-2   Web サービスを呼び出して XML を渡し、 後で Web サービスから XML 
を受け取るワークフロー

仲介 Web サービスは、 ターゲッ ト  Web サービスから受け取った応答 XML が、
元の XML メ ッセージを送信して呼び出した Web サービス  インスタンス と同一
のインスタンスから送信されたこ と を保証します。 また、 ターゲッ ト  Web サー
ビスから、 そのサービスに元の XML ドキュ メン ト を渡した正しいワークフロー 
インスタンスへ、 XML の結果を伝達する こ と も保証します。 

ワークフローには、 未加工の XML を仲介 Web サービスに転送し、 後で仲介 
Web サービスから  XML 応答を受け取る メカニズムが必要です。 これらの XML 
転送は両方と も、 同じ仲介 Web サービス  インスタンス と ワークフロー インスタ
ンスの間で実行される必要があ り ます。 仲介 Web サービスを使用する と、 ワー
クフローは、 SOAP/XML over HTTP インタフェースをサポートする必要から解
放されます。 ワークフローは JMS プロシージャおよびコンシューマと して機能
し、 Web サービスが SOAP/XML メ ッセージ フォーマッ ト変換を処理します。



1 概要

1-4 BPM - Workshop サンプル ユーザーズ ガイ ド

サンプルでのシナリオの実行方法

前述のとおり、 このサンプルは、 発注書情報を含む XML ドキュ メ ン ト をワーク
フローで生成する方法を示しています。 このサンプルでは、 SendPO ワークフ
ローは XML ドキュ メ ン ト を使用して ProcessPO ワークフローを ト リガします。
ProcessPO ワークフローは最終的に、 発注書情報の処理を完了した後、 結果の 
XML ドキュ メ ン ト を  SendPO ワークフローに返します。

図 1-3 は、 SOAP over HTTP サンプルの相互運用性プロセスを示しています。
表 1-1 は、 プロセスの詳細です。

図 1-4 は、 XML over HTTP サンプルの相互運用性プロセスを示しています。
表 1-2 は、 プロセスの詳細です。
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図 1-3   ワークフローと  Workshop の対話 － SOAP

注意 : 各ステップについては、 表 1-1 を参照して ください。

図 1-3 に示すよ うに、 ProcessPO ワークフローは SendPO ワークフローから呼び
出されます。 ProcessPO ワークフローを呼び出してその応答 XML を非同期に取
得する手段と して、 Process PO Web サービスがデプロイ されています。 これに
よ り、 Process PO Web サービスが ProcessPO ワークフローを呼び出してその結
果を受け取る際、SendPO ワークフローは実質的に Process PO Web サービスのク
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ライアン ト と して動作するこ とができます。 これを可能にするには、 SendPO 
ワークフローを実行する  WebLogic Integration インスタンスから、 HTTP 経由で 
Process PO Web サービスにアクセスできる こ とが必要です。 

Send PO Web サービスは、 Process PO Web サービスの呼び出し と結果の受信に
関する詳細を処理します。 Send PO Web サービスは、 結果の XML を受け取る
と、 それを  SendPO ワークフローに伝達します。 SendPO ワークフローと  
ProcessPO ワークフローは、 HTTP 経由で非同期に XML ドキュ メ ン ト を相互に
送信する手段と して、 Web サービス  Send PO および Process PO を使用します。

表 1-1  SOAP over HTTP サンプルで実行されるシナリオのステップ

ステップ 説明

1 SendPO ワークフローが Web サービス専用の JMS キュー 
(jws.queue) に、 発注書を含む XML ドキュ メ ン ト を送信する。
XML ドキュ メ ン トには SendPO ワークフローのインス タンス  ID も含
まれている。 SendPO Web サービスは、 応答を返すと きに ( ステップ 
11)、 そのインスタンス  ID を  WLPIInstanceIDs とい う  JMS プロパ
ティに割り当てる。 これによ り次のこ とが保証される。 

� 発注書を送信した SendPO ワークフロー インスタンスが、 応答を
受け取るワークフロー インスタンス と同一である こ と。 

� 応答が到着した時点で SendPO ワークフロー イベン ト  ノードで
ある  Get PO Ack がまだアクテ ィブになっていない場合でも、 応
答が受け取られる こ と。 

2 Send PO Web サービスの purchase メ ソ ッ ドには、発注書 XML ドキュ
メ ン トにマップされるパラ メータがある。 さ らに、 このメ ソ ッ ドは 
jws.queue に到着した XML メ ッセージを処理する。 

注意 : JMS コン ト ロールの受信キューは、 非請求メ ッセージを受信
するためには使用できない。 詳細については、 WebLogic 
Workshop のオンラ イン ヘルプで 「JMS コン ト ロール : Web 
サービスから  Java Message Service のキューと ト ピッ クを使用
する」 にある 「JMS コン ト ロールでサポート されないメ ッ
セージングのシナリオ」 を参照。
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3 Send PO Web サービスが発注書ドキュ メ ン ト を Process PO Web サー
ビスに送信する。 Send PO Web サービスは、 Process PO の jws ファ イ
ルを使用して作成されたサービス  コン ト ロールを使用する。 Send PO 
Web サービス と  Process PO Web サービスは、 SOAP フォーマッ トの 
XML メ ッセージを  HTTP 経由で交換する。 SOAP メ ッセージ交換に
よ り、 Send PO Web サービス と  Process PO Web サービスが異なるマ
シン上で動作でき、 SendPO ワークフローと  ProcessPO ワークフロー
間の リモート通信が可能になる。Send PO Web サービス と  Process PO 
Web サービス間の SOAP メ ッセージ交換は対話的に行われ、 2 つの 
Web サービス間の要求と応答の相関を保証するために、 SOAP メ ッ
セージ会話 ID が SOAP ヘッダに格納される。 このサンプルは 1 台の
マシンで実行するこ と もでき る。

4 Process PO Web サービスが JMS コン ト ロールを使用して、 発注書 
XML ドキュ メ ン ト を  BPM イベン ト  キューに入れる。 このキューは 
ProcessPO ワークフローによってモニタ されている。 JMS メ ッセージ
の JMSCorrelatioID ヘッダ  フ ィールドには、送信メ ッセージを送った 
Process PO Web サービス  インスタンスに  JMS 応答メ ッセージが返さ
れる こ と を保証するために、 SOAP 会話 ID が格納されている。

5 ProcessPO ワークフローが BPM イベン ト  キューから  XML メ ッセー
ジを取り出し、 処理を開始する。

6 ProcessPO が WLI Worklist ユーザにタスクを割り当て、発注書の受け
入れを要求する。

7 ユーザがタス クを実行し、 発注書を受け入れる。

8 ProcessPO ワークフローが発注承認書 XML メ ッセージを BPM 応答
キューに入れる。 承認書メ ッセージのヘッダ フ ィールド  
JMSCorrelationID には、 意図された Process PO Web サービス  インス
タンスだけがこのメ ッセージを受け取るこ と を保証するために、

SOAP メ ッセージ会話 ID が格納されている。

9 Process PO Web サービスには JMS コン ト ロールがあ り、 そのコン ト
ロールによって、 BPM 応答キューから発注承認書 XML メ ッセージ
が取り出される。

ステップ 説明
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10 Process PO Web サービスがコールバッ ク  メ ソ ッ ド を呼び出し、 発注
承認書メ ッセージを  SendPO Web サービスに転送する。 前述のとお
り、 いずれかの SOAP over HTTP を使用して  Web サービス間の通信
が行われる。

 11 サービス  コン ト ロールのコールバッ クが JMS コン ト ロールを使用し
て、 発注承認書 XML メ ッセージを BPM イベン ト  キューに入れる。

12 SendPO ワークフローが BPM イベン ト  キューから発注承認書 XML 
メ ッセージを取り出す。 Send PO ワークフローのワークフロー インス
タンス  ID がメ ッセージ ヘッダに格納されたアドレス指定メ ッセージ
の受信によって、 Get PO Ack イベン ト  ノードが ト リガされる。 これ
によ り、 発注書ドキュ メ ン ト を送信したワークフロー インスタンス
のイベン ト  ノードが PO 承認メ ッセージの受信で ト リ ガされる こ と を
保証している。

13 SendPO ワークフローが WebLogic Integration Worklist ユーザにタス
クを割り当て、 発注承認書の受け入れを要求する。

14 ユーザがタスクを実行し、 発注承認書を受け入れる。

ステップ 説明
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図 1-4   ワークフローと  Workshop の対話 － XML

注意 : 各ステップについては、 表 1-2 を参照して ください。

図 1-4 に示すよ うに、 ProcessPO ワークフローは SendPO ワークフローから呼び
出されます。 ProcessPO ワークフローを呼び出し、 その応答 XML を非同期に取
得するための手段と して、 Process PO Web サービスがデプロイ されています。
これによ り、 Process PO Web サービスが ProcessPO ワークフローを呼び出して
その結果を受け取る際、SendPO ワークフローは実質的に Process PO Web サービ
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スのク ライアン ト と して動作するこ とができます。 これを可能にするには、

SendPO ワークフローを実行する  WebLogic Integration インスタンスから、HTTP 
経由で Process PO Web サービスにアクセスできる こ とが必要です。 

Send PO Web サービスは、 Process PO Web サービスの呼び出し と結果の受信に
関する詳細を処理します。 Send PO Web サービスは、 結果の XML を受け取る
と、 それを  SendPO ワークフローに伝達します。 SendPO ワークフローと  
ProcessPO ワークフローは、 HTTP 経由で非同期に XML ドキュ メ ン ト を相互に
送信する手段と して、 Web サービス  Send PO および Process PO を使用します。

表 1-2  XML over HTTP サンプルで実行されるシナリオのステップ

ステップ 説明

1 SendPO ワークフローが Web サービス専用の JMS キュー 
(jws.queue) に、 発注書を含む XML ドキュ メ ン ト を送信する。
XML ドキュ メ ン トには SendPO ワークフローのインス タンス  ID も含
まれている。 Send PO Web サービスが PO Ack 応答を返した時点で 
( ステップ 11)、 メ ッセージ  ペイロードには、 SendPO ワークフローの
インスタンス  ID が含まれている。 SendPO ワークフロー インスタン
スの Get PO Ack イベン ト  ノードは、 メ ッセージ ペイロードにそのイ
ンスタンス  ID を含むイベン ト  キーを検索する。 

注意 : この形式の要求と応答の相関は、 SOAP のサンプルとは異な
る。 SOAP のサンプルでは、 SendPO ワークフローの Get PO 
Ack イベン ト  ノードは、 アド レス指定メ ッセージの受信に
よって ト リ ガされる。 

2 Send PO Web サービスの sendXMLEvent メ ソ ッ ドには、発注書 XML 
ドキュ メ ン トにマップされるパラ メータがある。 さ らに、 このメ ソ ッ

ドは jws.queue に到着した  XML メ ッセージを処理する。

注意 : JMS コン ト ロールの受信キューは、 非請求メ ッセージを受信
するためには使用できない。 詳細については、 WebLogic 
Workshop のオンラ イン ヘルプで 「JMS コン ト ロール : Web 
サービスから  Java Message Service のキューと ト ピッ クを使用
する」 にある 「JMS コン ト ロールでサポート されないメ ッ
セージングのシナリオ」 を参照。



サンプルでのシナリオの実行方法

BPM - Workshop サンプル ユーザーズ ガイ ド 1-11

3 Send PO Web サービスが、 Process PO Web サービスの onXMLEvent 
メ ソ ッ ド を呼び出すこ とによって、 Process PO Web サービスに発注
書 XML ドキュ メ ン ト を送信する。Send PO Web サービスは、Process 
PO Web サービスの jws ファ イル (WLW2BPM.jws) を使用して作成され
たサービス  コン ト ロールを使用する。 Send PO Web サービス と  
Process PO Web サービスは、未加工の XML メ ッセージを  HTTP 経由
で交換する。  

注意 : これは SOAP サンプルとは異なる。 SOAP サンプルでは、
2 つの Web サービスが SOAP メ ッセージを使用して相互
に通信する。

4 Process PO Web サービスが JMS コン ト ロールを使用して、 発注書 
XML ドキュ メ ン ト を  BPM イベン ト  キューに入れる。 このキューは 
ProcessPO ワークフローによってモニタ されている。 メ ッセージ ペイ
ロードには SendPO ワークフローのインスタンス  ID が格納されてい
る。

5 ProcessPO ワークフローが BPM イベン ト  キューから  XML メ ッセー
ジを取り出し、 処理を開始する。

6 ProcessPO が WebLogic Integration Worklist ユーザに発注書の受け入
れを要求するタス クを割り当てる。

7 ユーザがタス クを実行し、 発注書を受け入れる。

8 ProcessPO ワークフローが発注承認書 XML メ ッセージを  Workshop 
JMS キュー (jws.queue) に入れる。 メ ッセージ  ヘッダには、 メ ッ
セージが JMS キューで受信されたと きに呼び出される  Process PO 
Web サービス  メ ソ ッ ド  (WLW2BPM.jws の sendPOAck) を識別する情
報が格納されている。 

9
10

Process PO Web サービスの sendPOAck メ ソ ッ ドが、 Send PO Web 
サービスに対して定義されているサービス  コン ト ロール 
(BPM2WLWControl.ctrl) を通して、 Send PO Web サービスの 
sendPOAck メ ソ ッ ド を呼び出す。 前述のとおり、 Process PO Web 
サービス と  Send PO Web サービス間のメ ッセージ交換は、HTTP を使
用して未加工の XML フォーマッ トで行われる。 

ステップ 説明



1 概要

1-12 BPM - Workshop サンプル ユーザーズ ガイ ド

WebLogic Integration のインスタンスが 1 つであ
る理由

サンプルは WebLogic Integration の 1 つのインスタンスで実行されます。 実際に
は、 2 つのインスタンスが HTTP 経由で相互に接続できる こ と を条件に、
SendPO ワークフローと  Send PO Web サービスを  1 つのインスタンスにデプロイ
し、 Process PO Web サービス と  ProcessPO ワークフローを別のインスタンスに
デプロイできます。 

サンプルのステップを一度に 1 つずつ実行できるよ うに、 サンプル実行中は 
WebLogic Integration Swing Worklist ク ラ イアン ト を使用して、 設定された間隔
の 2 回に 1 回ユーザからの入力が取得されます。 Worklist との対話が果たす機能
は、 ユーザが一度に 1 つのセクシ ョ ンの実行を見る こ とができるよ うに、 サンプ
ルの実行をセクシ ョ ンに分割するこ とだけです。 

11 Send PO Web サービスが JMS コン ト ロールを使用して、 発注承認書 
XML メ ッセージを  BPM イベン ト  キューに入れる。 承認書メ ッセー
ジのメ ッセージ  ペイロードには SendPO ワークフローのインスタンス  
ID が格納されている。

12 SendPO ワークフローが BPM イベン ト  キューから発注承認書 XML 
メ ッセージを取り出す。 Get PO Ack イベン ト  ノードは、 イベン ト  
キー値式を使用して、 それ自身と同じワークフロー インス タンス  ID 
を含むメ ッセージだけを受け入れる。

13 SendPO ワークフローが WebLogic Integration Worklist ユーザに発注
承認書の受け入れを要求するタス クを割り当てる。

14 ユーザがタスクを実行し、 発注承認書を受け入れる。

ステップ 説明
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2 サンプルの実行

ワークフローの設定

この章では、 BEA WebLogic Integration BPM と  WebLogic Workshop の相互運用
性サンプルの実行方法を説明します。

要件

注意 : このサンプルを実行するには、 標準インス トール オプシ ョ ンを使用して  
WebLogic Platform SP2 をインス トールしておく必要があ り ます。 カスタ
ム インス トールでは、 サンプルで使用する  Platform Domain はインス
トールされません。 詳細については、 『WebLogic Platform のインス トー
ル』 (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/install/index.html) を
参照して ください。

サンプルを実行するには、WebLogic Integration および WebLogic Workshop に関
する基本知識が必要です。 以下の概念に精通している必要があ り ます。 

� HTTP または JMS をサポートする  Web サービスの作成

� Web サービスでのサービス  コン ト ロールまたは JMS コン ト ロールの
使用

� Web サービスへの対話サポートの追加

詳細については、 WebLogic Workshop のマニュアル 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/workshop/docs70/index.html) および
『BPM ユーザーズ ガイ ド』
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/bpmtutor/index.htm) を参照し
て ください。
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サンプルの設定方法

サンプルを設定するには、 次の手順を実行します。

手順 1: Domain Configuration Wizard を実行する

注意 : WLW_BPM ド メ インを作成済みの場合は、 2-7 ページの 「手順 2 : 
WebLogic Server をコンフ ィグレーシ ョ ンする」 に進んでください。 

1. [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ Domain 
Configuration Wizard] を選択し、 Domain Configuration Wizard を起動します。

2. Configuration Wizard が実行中の状態になった後、 図 2-1 に示すよ うに、
Platform Domain テンプレート を選択します。

図 2-1   BEA Configuration Wizard

3. [名前 ] フ ィールドに 「WLW_BPM」 と入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。 
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4. [ サーバ タイプを選択 ] ウ ィンド ウで [Single Server] を選択し、 [Next] をク
リ ッ ク します。

5. [ ド メ インの場所を選択 ] ウ ィンド ウで、 WLW_BPM ド メ インの場所と して
以下のディ レ ク ト リ を指定し、 [Next] をク リ ッ ク します。

BEA_HOME\user_projects\

この指定によって BEA_HOME\user_projects\WLW_BPM ディ レ ク ト リが作成
されます。

6. 図 2-2 に示すよう に、 [スタンド アロン /管理サーバのコンフィ グレーショ ン ] 
ウ ィンド ウでデフォル ト値を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。 

図 2-2   スタンドアロン /管理サーバのコンフ ィグレーション

7. [管理ユーザを作成 ] ウ ィンド ウ  (図 2-3) で、 ユーザ名とパスワードを入力
し、 [Next] をク リ ッ ク します。



2 サンプルの実行

2-4 BPM - Workshop サンプル ユーザーズ ガイ ド

図 2-3   管理ユーザを作成

8. [データベース  メール セッシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィンド ウで、
電子メールのアドレス とホス ト を入力し、 [Next] をク リ ッ ク します。 

注意 : このサンプルでは、 ワークフローから電子メールは送信されません。
しかし、 先に進むにはこの情報を入力する必要があ り ます。

9. Windows のみ : [ サーバの [ スタート ] メニュー エン ト リ を作成 ] ウ ィンド ウ
で、 目的のラジオ ボタンを選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。 不確かな場合
は [No] を選択します。
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図 2-4   サーバの [ スタート ] メニュー エント リを作成

10. [ コンフ ィグレーシ ョ ンの概要 ] ウ ィンドウ  (図 2-5) で、 [Create] をク リ ッ ク
します。 ド メ インが作成されます。
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図 2-5   コンフ ィグレーションの概要

11. [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードが完了しました ] ウ ィンド ウ  (図 2-6) で、
[ コンフ ィ グレーシ ョ ンを終了します ] ラジオ ボタンが選択されているこ と
を確認し、 [Done] をク リ ッ ク します。
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図 2-6   コンフ ィグレーション ウィザード完了

手順 2 : WebLogic Server をコンフ ィグレーショ ンする

1. 以下を実行して  WebLogic Server を起動します。

BEA_HOME\user_projects\WLW_BPM\startWebLogic.cmd

サーバが起動開始し、 Pointbase データベースが作成されます (データベース
の作成は、 新しいド メ インのサーバを最初に起動した場合にのみ実行されま
す )。

2. データベースが作成された後、 コマンド  ラ インでユーザ名とパスワードの入
力を求められます。 Domain Configuration Wizard で作成したユーザ名とパス
ワードを入力します。 

3. 起動プロセスの終わりに、 コマンド  ラ インでクレジッ ト  カードの暗号化 /暗
号化解除キーを作成するかど うか確認を求められます。 「y」 と入力します。 

「< サーバが RUNNING モードで起動しました >」 とい う行が表示されるま
で待ってから、 次の手順に進みます。 
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注意 : JMS 応答キューを以前に作成済みの場合は、 2-10 ページの 「手順 3 : 
WebLogic Integration Studio を設定する」 に進みます。

4. サーバが実行中であるこ とがコマンド  ラ インに表示された後、 次のよ うにし
て JMS 応答キューを作成します。

a. ブラウザを開き、 次の URL を入力します。 

http://localhost:7501/console

WebLogic Server Administration Console が開きます。

b. Domain Configuration Wizard で作成したユーザ名とパスワードを入力し、
[ サインイン ] をク リ ッ ク します。 図 2-7 に示す WebLogic Server ホーム 
ページが表示されます。

図 2-7   WebLogic Server Administration Console
 

c. 左ペインで、 [WLW_BPM｜サービス｜ JMS｜サーバ ] の順にノードを
開きます。 

d. [WLIJMSServer] をク リ ッ ク します。 図 2-8 に示す [WLIJMSServer] ペー
ジが表示されます。
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図 2-8   WLIJMSServer

e. [送り先のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。 [JMS 送り先 ] ペー
ジが表示されます。

f. [新しい JMSQueue のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。 図 2-9 
に示す [新しい JMSQueue の作成 ] ページが表示されます。

図 2-9   新しい JMSQueue の作成
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g. [名前 ] フ ィールドに 「WLW_BPM_EVENT_RESPONSE」 と入力します。 

h. [JNDI 名 ] フ ィールドに 「com.bea.wli.bpm.WLWResponseQueue」 と入
力します。 

i. [作成 ] をク リ ッ ク します。 新しい送り先がツ リーの [サーバ
\WLIJMSSERVER\送り先 ] ディ レ ク ト リの下に表示されます。

手順 3 : WebLogic Integration Studio を設定する

1. [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Studio] を選択して、 Studio を起動します。

2. 次のよ うに指定して Studio にログインします (図 2-10 を参照 )。

� [ ユーザ名 ]: wlisystem

� [パスワード ]: wlisystem

� [ サーバ URL]: t3://localhost:7501

注意 : 使用するポート番号が、 Domain Wizard で選択したポート番号と同じ
であるこ とを確認して ください。

図 2-10   図 4-1: WebLogic Integration Studio へのログオン
 

3. 次のよ うに BPMWLW とい う名前のオーガニゼーシ ョ ンを作成します。

注意 : SOAP-HTTP または XML-HTTP サンプルを実行して BPMWLW オー
ガニゼーシ ョ ンをすでに作成済みの場合は、 すべてのテンプレート定
義を削除してから、 次の手順に進んでください。 テンプレート定義を



ワークフローの設定

BPM - Workshop サンプル ユーザーズ ガイ ド 2-11

削除するには、 [オーガニゼーシ ョ ン ] ツ リーで個々のテンプレート
定義を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから  [削除 ] を選択しま
す。 その後、 手順 4 に進みます。

a. Studio のメニューから  [ コンフ ィ グレーシ ョ ン｜オーガニゼーシ ョ ン ] を
選択します。 [ オーガニゼーシ ョ ンを定義 ] ウ ィンドウが表示されます。

b. [追加 ] をク リ ッ ク し、 「BPMWLW」 とい う オーガニゼーシ ョ ンを作成し
ます。

c. [ オーガニゼーシ ョ ンを定義 ] ウ ィンド ウが表示されたら、 BPMWLW 
オーガニゼーシ ョ ンを選択し、 [閉じる ] を選択します。

4. Studio の [オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス ト から  BPMWLW を選
択します。

5. 次のよ うに BPM_WLW ワークフローをインポート します。

a. Studio のメニューから  [ ツール｜パッケージをインポート ] を選択しま
す。 

b. SOAP over HTTP サンプルを設定する場合は、
BEA_HOME/weblogic700/samples/integration/samples/BPM-WLW/wor

kflows ディ レ ク ト リから  bpmwlwsoaphttp.jar をインポート します。

XML over HTTP サンプルを設定する場合は、
BEA_HOME/weblogic700/samples/integration/samples/BPM-WLW/wor

kflows ディ レ ク ト リから  bpmwlwxmlhttp.jar フ ァ イルをインポート し
ます。

この BEA_HOME は、 WebLogic Platform のホーム  ディ レ ク ト リです。

c. [ インポー ト  : インポー トするコンポーネン ト を選択 ] ウ ィンド ウで、 す
べてのコンポーネン ト が選択されているこ と、 および [ インポート後に
ワークフローをアクテ ィブ化 ] チェ ッ ク  ボッ ク スがチェ ッ ク されている
こ と を確認し、 [ インポー ト ] を選択します。 

注意 : 既存のテンプレート定義と イベン ト  キーを上書きするかど うか確認
する メ ッセージが表示されたら、 [すべてはい ] をク リ ッ ク します。
これによ り、 以前に実行したサンプルのテンプレート定義が新しい定
義で上書き されます。
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図 2-11   インポートするコンポーネント を選択

d. [ インポート概略を確認 ] ウ ィンドウで、 [閉じる ] をク リ ッ ク します。 テ
ンプレートが [ オーガニゼーシ ョ ン ] ツ リーに表示されます。

手順 4 : WebLogic Workshop を設定する

1. サンプルの jar ファ イルを次のよ うに圧縮解除します。

a. SOAP over HTTP サンプル － 
BEA_HOME\weblogic700\samples\integration\samples\BPM-WLW\lib

\wlw_bpm_soap.jar ファ イルを 
BEA_HOME\user_projects\WLW_BPM\applications ディ レ ク ト リに圧縮
解除します。 

wlw_bpm_soap ディ レ ク ト リが作成されます。 このディ レ ク ト リには 
BPM2WLW.jws フ ァ イルと  WLW2BPM.jws フ ァ イルが入っています。
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b. XML over HTTP サンプル － 
BEA_HOME\weblogic700\samples\integration\samples\BPM-WLW\lib

\wlw_bpm_xml.jar ファ イルを  
BEA_HOME\user_projects\WLW_BPM\applications ディ レ ク ト リに圧縮
解除します。 

wlw_bpm_xml ディ レ ク ト リが作成されます。 このディ レ ク ト リには 
BPM2WLW.jws ファ イルと  WLW2BPM.jws ファ イルが入っています。

2. [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Workshop｜WebLogic Workshop] を選択して、 WebLogic Workshop を起動
します。 Workshop のウ ィンドウが表示されます。

注意 : サンプルをすでに実行したこ とがある場合は、 Workshop で自動的に
プロジェ ク トが開始され、 サーバが起動します。 [ フ ァ イル ] メ
ニューから  [ プロジェ ク ト を閉じる ] を選択します。 手順 5 に進みま
す。

3. Workshop のメニューで、 [ ツール｜プ リ ファレンス｜パス ] を選択し、 次の
よ うに設定します。

a. [ コンフ ィグレーシ ョ ン  ディ レ ク ト リ ] を 「BEA_HOME\user_projects」
に設定します。

b. その他のパラ メータを次のよ うに設定します。

� [名前 ]: localhost

� [ ポート ]:  7501

� [ ド メ イン ]: WLW_BPM

c. [OK] をク リ ッ ク します。
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図 2-12   パス情報の設定

4. [OK] をク リ ッ ク します。 [ プ リ ファレンス ] ウ ィンド ウが閉じます。

5. Workshop のメニューから  [ ファ イル｜プロジェ ク ト を開く ] を選択します。

6. [ プロジェク ト を開く ] ウ ィンド ウで、 wlw_bpm_soap または wlw_bpm_xml 
プロジェ ク ト を選択し、 [開く ] をク リ ッ ク します。 

手順 5 : Web サービスを起動する

1. 次のよ うに Send PO Web サービス (BPM2WLW.jws) を起動します。

a. Workshop のプロジェク ト  ツ リーで、 bpm2wlw フォルダを開きます。
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b. BPM2WLW.jws ノードをダブルク リ ッ ク します。 Send PO Web サービスが
右ペインに表示されます。図 2-13 (SOAP over HTTP) または図 2-14 (XML 
over HTTP) を参照して ください。

図 2-13   Send PO Web サービス － SOAP over HTTP
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図 2-14   Send PO Web サービス － XML over HTTP

c. [デバッグ ] メニューから  [開始 ] を選択します。 Workshop の画面左下に
「ビルドを開始しました」 とい う メ ッセージが表示されます。 ビルド完了
後、 メ ッセージは 「サービスを実行中」 に変わり ます。 次に、 ブラウザ 
ウ ィンド ウが開き、 Send PO Web サービス  (BPM2WLW.jws) のテス ト  
フォームが表示されます。図 2-15 (SOAP over HTTP) または図 2-16 (XML 
over HTTP) を参照して ください。
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図 2-15   Send PO Web サービス － SOAP over HTTP

図 2-16   Send PO Web サービス － XML over HTTP

d. Workshop のプロジェ ク ト  ツ リーで、 wlw2bpm フォルダを開き、
WLW2BPM.jws ノードをダブルク リ ッ ク します。 Process PO Web サービス
が右ペインに表示されます。 図 2-17 (SOAP over HTTP) または図 2-18 
(XML over HTTP) を参照して ください。
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注意 : Process PO Web サービス  (WLW2BPM.jws) がまだ実行中でない場合は、
[デバッグ ] メニューで [開始 ] を選択します。 Workshop の画面左下
に 「ビルドを開始しました」 とい う メ ッセージが表示されます。 ビル
ド完了後、 メ ッセージは 「サービスを実行中」 に変わり ます。 次に、
ブラウザ ウ ィンドウが開き、 Process PO Web サービスのテス ト  
フォームが表示されます。 図 2-19 (SOAP over HTTP) または図 2-20 
(XML over HTTP) を参照して ください。

図 2-17   Process PO Web サービス － SOAP over HTTP



ワークフローの設定

BPM - Workshop サンプル ユーザーズ ガイ ド 2-19

図 2-18   Process PO Web サービス － XML over HTTP

e. Process PO Web サービス  (WLW2BPM.jws) のテス ト  フォームを表示するに
は、 ブラウザに次の URL を入力します。

� SOAP over HTTP: 
http://localhost:7501/wlw_bpm_soap/wlw2bpm/WLW2BPM.jws?.EXPL
ORE=.TEST

� XML over HTTP: 
http://localhost:7501/wlw_bpm_xml/wlw2bpm/WLW2BPM.jws?.EXPLO
RE=.TEST

図 2-19 は、 SOAP over HTTP のテス ト  フォーム、 図 2-20 は XML over 
HTTP のテス ト  フォームを示しています。
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図 2-19   Process PO Web サービス － SOAP over HTTP

図 2-20   Process PO Web サービス － XML over HTTP

注意 : WebLogic Workshop の詳細については、WebLogic Workshop オンライン 
ヘルプで以下のト ピ ッ クを参照して ください。

� 「Web サービス構築ガイ ド」 の 「コン ト ロール : Web サービスから リ
ソースを使用する」
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� 「Web サービス構築ガイ ド 」 の 「コン ト ロール : Web サービスから リ
ソースを使用する」 にある 「サービス  コン ト ロール : 他の Web サー
ビスを使用する」

� 「Web サービス構築ガイ ド 」 の 「会話を使用してステート を保持す
る」

� 「Web サービス構築ガイ ド 」 の 「非同期性を利用して長時間の処理を
実現する」 にある 「コールバッ クを使用してイベン ト のク ライアン ト
に通知する」

� 「WebLogic Workshop リ ファレンス」 の 「ク ラス  リ フ ァレンス」 にあ
る 「JwsContext Interface」

手順 6 : WebLogic Integration Swing Worklist を設定する

1. 以下を実行して  Swing Worklist ク ラ イアン ト を起動します。

BEA_HOME\weblogic700\integration\bin\worklist_swing.cmd

2. 次のよ うに指定して  Worklist にログオンします 

� [ ユーザ名 ]: wlisystem

� [パスワード ]: wlisystem

� [ サーバ URL]: t3://localhost:7501

Worklist が開き、 「ワーク リ ス トには保留中のタスクはあ り ません。」 とい う
メ ッセージが表示されます。

3. [了解 ] をク リ ッ ク して メ ッセージを閉じます。

以上でサンプルの設定は完了です。

4. 第 3 章 「BPM-Workshop 相互運用性プロセス」 に進み、 サンプルの実行を完
了します。
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3 BPM-Workshop 相互運用性プロ
セス

この章では、 相互運用性プロセスの完了に必要な手順、 および WebLogic 
Integration BPM - Workshop 相互運用性サンプルで交換される メ ッセージについ
て説明します。

サンプルの実行

サンプルを実行するには、 以下の手順を実行します。

1. 図 3-1 に示すよ うに、 Worklist の [ オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン  リ
ス ト から  BPMWLW を選択します。

図 3-1   Worklist でのオーガニゼーションの選択

2. [ ワークフロー ] メニューから  [ ワークフローを開始 ] を選択します。 図 3-2 
に示す [ ワークフローを開始 ] ウ ィンドウが表示されます。 
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図 3-2   ワークフローの開始

3. 選択したオーガニゼーシ ョ ンが BPMWLW であるこ とを確認します。

4. SendPO ワークフローを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 ワークフローが開
始したこ とを示すメ ッセージ  ボッ ク スが表示されます。

5. メ ッセージ ボッ クスで [了解 ] を選択します。

Worklist で SendPO ワークフローを開始する と、 ワークフローは次のいずれ
かの URI を使用して PO XML メ ッセージを  jws.queue JMS キューに送信
します。

� SOAP over HTTP: wlw_bpm_soap/bpm2wlw/BPM2WLW.jws. 

� XML over HTTP: wlw_bpm_xml/bpm2wlw/BPM2WLW.jws

SOAP over HTTP サンプルでは、 SendPO Web サービスが PO を受信し、 次
に purchase メ ソ ッ ドを起動します。 purchase メ ソ ッ ドは 
WLW2BPMControl.sendXMLrequest メ ソ ッ ドを呼び出し、 次に、 そのメ ソ ッ
ドが BPMControl.sendXMLrequest メ ソ ッ ドを呼び出します。
BPMControl.sendXMLEvent メ ソ ッ ド呼び出しによ り、 PO が 
com.bea.wli.bpm.EventQueue JMS キューに入れられます。 

XML over HTTP サンプルでは、 Send PO Web サービスが PO を受信し、 次
に sendXMLEvent メ ソ ッ ドを起動します。 BPM2WLW.sendXMLEvent メ ソ ッ ド
は WLW2BPMControl.onXMLEvent  メ ソ ッ ドを呼び出し、 次に、 そのメ ソ ッ ド
が BPMControl.sendXMLEvent メ ソ ッ ドを呼び出します。
BPMControl.sendXMLEvent メ ソ ッ ド呼び出しによ り、 PO が 
com.bea.wli.bpm.EventQueue JMS キューに入れられます。
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次に、 ProcessPO ワークフローの開始ノードは、 キューから  PO を取り出し、
そのコンテンツを変数に抽出します。 ProcessPO ワークフローの Approve PO 
ノードは、 タスクを  wlisystem ユーザに割り当て、 ユーザが Worklist でタス
クを実行するまで待機します。 図 3-3 を参照して ください。 

図 3-3   Approve PO ワークフロー ノードでのユーザへのタスクの割り当て

6. タスクを実行するには、 Approve PO タス クをダブルク リ ッ ク します。
Approve PO ノードが開き、 図 3-4 に示すよ うに、 PO の承認を求めるウ ィン
ドウが表示されます。 

図 3-4   [Approve PO] ウィンドウ

7. [はい ] をク リ ッ クする と タスクが承認されます。 この質問に対するコール
バッ ク  アクシ ョ ンによ り、 Approve PO ノードに完了マークが付きます。

SOAP over HTTP サンプルでは、 以下の処理が実行されます。

ワークフローは Ack PO ノードに進みます。 このノードでは、 POAck 
XML メ ッセージを  com.bea.wli.bpm.WLWResponseQueue に送信しま
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す。 WLW2BPM Web サービス内の BPMControl コン ト ロールがキューか
ら  POAck メ ッセージを取り出し、 WLW2BPM Web サービス内の 
BPM_onXMLresponse コールバッ ク  ハンド ラを起動します。 このコール
バッ ク  ハンド ラは onXMLresponse ハンド ラを呼び出します。 呼び出され
た onXMLresponse ハンド ラは、 POAck メ ッセージを  
com.bea.wli.bpm.EventQueue JMS キューに送信します。 

SendPO ワークフローの Get PO Ack ノードでは、 POAck メ ッセージを取
得し、 実行を Notify PO Ack ノードに進めます。 Notify PO Ack ノードで
は、 Notify PO Ack タスクを Worklist に割り当てます。 図 3-5 を参照して
ください。 

XML over HTTP サンプルでは、 以下の処理が実行されます。

ワークフローは Ack PO ノードに進みます。 このノードでは、 POAck 
XML メ ッセージを jws.queue に送信します。 POAck XML メ ッセージ
は、 SendPO ワークフローのインスタンス  ID を メ ッセージのペイ ロード
に追加します。 メ ッセージには 「URI」 ヘッダもあ り、 このヘッダには 
wlw_bpm_xml/wlw2bpm/WLW2BPM.jws が指定されています。 そのため、
POAck XML メ ッセージによって WLW2BPM Web サービスが呼び出さ
れます。 

WLW2BPM Web サービスは POAck メ ッセージをキューから取り出し、
WLW2BPM.sendPOAck メ ソ ッ ドを ト リガします。 WLW2BPM.sendPOAck メ
ソ ッ ドは、 BPM2WLW コン ト ロールの sendPOAck メ ソ ッ ドを呼び出し、
PO 番号を渡します。 

sendPOAck メ ソ ッ ドは、 未加工の XML メ ッセージを HTTP 経由で 
BPM2WLW Web サービスに送信します。 BPM2WLW Web サービスは、
承認を受信する と、 POAck メ ッセージを  com.bea.wli.bpm.EventQueue 
JMS キューに送信します。 

SendPO ワークフローには、 POAck メ ッセージ ペイロード内のインスタ
ンス  ID を検索するイベン ト  キーがあ り ます。 該当するインスタンス  ID 
がキー値式に含まれるイベン トがイベン ト  キューに到着する と、 そのイ
ンスタンスが Get PO Ack ノードを ト リガします。 その結果、 POAck 
メ ッセージが取得され、 実行は Notify PO Ack ノードに進みます。 この
ノードでは、 Notify PO Ack タスクを  Worklist に割り当てます。 図 3-5 を
参照して ください。 
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図 3-5   Notify PO Ack ワークフロー ノードでのユーザへのタスクの割り当て

8. Notify PO Ack タスクをダブルク リ ッ ク してタスクを実行します。 タスクが 
Worklist から消え、 実行は停止ノードに進みます。 これでサンプルは終了で
す。

9. Web サービス間で渡される メ ッセージを表示するには、 次の URL を使用し
ます。

� SOAP over HTTP:

http://localhost:7501/wlw_bpm_soap/wlw2bpm/WLW2BPM.jws?.EXPL
ORE=.TEST

http://localhost:7501/wlw_bpm_soap/bpm2wlw/BPM2WLW.jws?.EXPL
ORE=.TEST

� XML over HTTP:

http://localhost:7501/wlw_bpm_xml/wlw2bpm/WLW2BPM.jws?.EXPLO
RE=.TEST

http://localhost:7501/wlw_bpm_xml/bpm2wlw/BPM2WLW.jws?.EXPLO
RE=.TEST

注意 : メ ッセージ ログが空の場合は、[Web Service] ページの [Message Log] 
セクシ ョ ンで [Refresh] をク リ ッ ク します。

10. メ ッセージを表示するには、 [Message Log] のメ ッセージをク リ ッ ク します。

次の図にメ ッセージを示します。 
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図 3-6   Send PO Web サービスのメ ッセージ ログ － SOAP over HTTP
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図 3-7   Process PO Web サービスのメ ッセージ ログ － SOAP over HTTP
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図 3-8   Send PO Web サービスのメ ッセージ ログ － XML over HTTP

図 3-9   Send PO Web サービスのメ ッセージ ログ － XML over HTTP
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